
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都立府中けやきの森学園 
〒183-0003  府中市朝日町 3-14-１ 

TEL 042-367-2511  FAX 042-369-8476 

https://www.fuchu-keyaki-sh.metro.tokyo.jp 

   令和７年４月３０日（水）発行 第２号  
学校経営計画について 

                                       校長 相賀 直 

 

八重桜も終わり、学校の中庭はけやきの新緑とハナミズキの花にあふれています。学習や運動に最適な

気候の訪れです。 

さて、４月１８日の全校保護者会で、学校経営計画を配布いたしました。本校は、 

○児童・生徒が「自分らしく成長していく」ウェルビーイングを実現する学校 

○児童・生徒が健康で安心・安全に生活できるよう主体的にかかわっていく学校 を目指しています。 

そのために、児童・生徒が「できることを増やす」、「自ら考える機会を増やす」といった、個に応じ、

工夫をこらした授業づくりを推進します。また、児童・生徒が効果的に学ぶことができるよう、安全でシ

ンプルな環境を整えます。環境に関して主体的にかかわる意識を育てるためＳＤＧｓに関する教育を推進

します。 

「ウェルビーイング」って、よい言葉だけど、抽象的でどのように達成度を評価したらよいかわからな

いという声がありました。そこで「ウェルビーイング」に至る指標を設定しました。これは、①身近な人

との基本的信頼関係の構築による自己肯定感の向上、②自分の力で状況をコントロールできる実感がもて

るという自己効力感の向上、③児童・生徒それぞれのＱＯＬを見つけ伸ばしていくという３つの段階から

成ると考えました。個別指導計画の作成の際に、保護者の方や児童・生徒本人の考えも聞きながら、それ

ぞれのお子様に応じ①～③の要素を取り入れ、目標設定していきます。評価はその達成度から見ていく質

的評価となります。 

昨年度末新たに策定された東京都教育大綱が示す、すべての子供が将来への希望をもって自ら伸び、育

つ教育に向けた「３つの学び」すなわち「子供の意欲を引き出す学び」、「ＩＣＴの活用による学び」、「社

会全体の力を生かした学び」を重視していきます。 

また、３観点の評価規準を明確にした保護者への説明と課題の共有をしていきます。ここで３観点と言

いましたが、わかりやすく２観点に絞って考えると、３観点のうち、「知識・技能」はできるようになる

ことです。「思考力・判断力・表現力等」は、子供が、身に付けた知識・技能を自ら使っているという状

況を評価するものです。今年の年間指導計画では、この２観点を単元のまとまりごとに記載するようにし

ています。「主体的に学習に向かう態度」については、むしろ教員側で意欲をもって取り組めるような環

境設定をして、その結果子供がどのように取り組んだかということを評価していく形となります。 

３つの学びに戻って、「ⅠＣＴの活用」については、デジタル環境を活用した個別最適な学びと、情報

を共有しながら学習する協働的な学びを推進していきます。 

「社会全体の力を生かす」については、交流及び共同学習や、現場実習などの充実で、将来社会に出て

いくときに活きる学びを在学中に充実させていきます。また、今年度「社会課題に対応した教育」という

事業を受け、ＳＤＧｓに関する教育にも取り組みます。すでに堆肥作りを中心に全校での取組を行ってい

ますが、定着・充実を図っていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

進路指導について 

進路部主任 主幹教諭 吉田 久明  

本校の進路部では、児童・生徒の皆さんの進路選択・進路決定の充実のために様々な取組を計画

しております。例えば、校内で社会生活の基礎を身に付ける「校内実習」、どのような進路先がある

のか実際に見て知るための「進路見学」、地域の事業所や都内近郊の企業で実際に仕事などを体験す

る「産業現場等における実習・就業体験」などです。併せて、保護者の皆様を対象に、お子様の将

来の生活の場や仕事の場としての事業所や企業を見学していただく「保護者向け進路見学」、社会保

障の仕組や将来の生活について知っていただく「保護者向け進路セミナー」などもあります。また

高等部卒業後に関しましても進路先に定着できるよう支援を実施しています。 

 以上のような取組から「自分らしい生き方」を確立するために、「保護者会」では、進路指導の積

み重ね方を説明し、進路先決定までの見通しをもっていただけるようにいたします。また「進路面

談」では各学級担任と連携し、お子様と保護者の皆様の進路選択に関する思いを直接受けとること

ができるよう丁寧に対応してまいります。皆様と学校が力を合わせ、よりよい進路選択が実現する

よう御理解と御協力をお願いいたします。 

いつでも授業参観 
 

本校では、日頃から児童・生徒の学校での生活の様子を見ていただ

けるよう、いつでも参観可能としています。児童・生徒の頑張ってい

る姿、成長していく姿、生き生きと活躍している姿等々、色々な姿を

ぜひ見に来てください。参観の際は、児童・生徒が一番良い環境で学

習に取り組めるよう、そして防犯対策として、以下の御協力をお願い

いたします。  

〇授業の妨げにならないよう、廊下等から参観するなどの御配慮をお願いいたします。 

〇授業中のビデオ、カメラ、スマートフォン等での写真、動画の撮影は御遠慮ください。 

〇御来校時にはＰＴＡから配布されている保護者ネームプレートを付けてください。 

〇上履きを御持参ください。靴はビニール袋等を御持参の上、各自でお持ちください。     

スクールカウンセラーについて 

教育相談・特別支援教育推進部 主幹教諭 吉田 久明  

 今年度から、学校の教育相談体制等の充実のため、すべての都立特別支援学校に ＳＣ（スクール

カウンセラー）が配置されました。基本的に毎週木曜日に勤務し、「児童・生徒へのカウンセリン

グ」や「保護者への相談活動」、児童・生徒が安心して学校生活を送るために「教職員に対する助言

と援助」などを実施します。新しい学校体制で、更なるよりよい学校づくりをＳＣと協力して行っ

ていきます。 

＜お知らせ＞ 

小学部５年生・中学部１年生・高等部１年生については、ＳＣによる全員面接を実施いたしま

す。また、児童・生徒理解を深めるため、校内を巡回することがあります。御理解と御協力をお願

いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 伝統芸能交流コンサート 

和太鼓部顧問 教諭 藤井 悠希  

昨年度、令和７年３月８日(土)に、本校東棟体育館で第１５回伝統芸能交流コンサートが行わ

れました。 

毎年、本校の和太鼓部が中心となって、企画しているイベントです。今回も近隣の和太鼓チー

ムと卒業生の所属するチームを迎え開催しました。和太鼓部の部員達は、演奏を行うだけでな

く、イベントの中間では、今年度の活動の報告を自分たちで行い、これからに向けての近隣の皆

様に向けてのアピールを行うことができました。演技の面でも、これまでとは違って踊りを大人

数で行うなど、レパートリーを増やしました。当日来ていただいた方は２００人を超えました。 

来校いただいた方々にも和太鼓体験やエイサー体験、南中ソーランを通して日本の伝統文化に

触れてもらうことができました。 

本イベントが当時メンバーでの最後の演奏となり、 

生徒たちもとても気合の入った演奏になりました。 

  

問合せ 
 

 
 

御連絡は、下記までお願いいたします。 

◇平日（午前８時３０分から午後６時まで）０４２－ ３６７ －２５１１（学校の代表番号） 


